



 ─ 大日本帝国における戦時下の敵国民間人の抑留 ─ 

































ば、1941 年の時点で、日本に移り住んだアメリカ人の二世の数は約 5 万人で、その中
で太平洋戦争が起きる前にアメリカに帰国した二世は約 1 万人である （2）。そうすると、
真珠湾攻撃の時に日本で生活をしていた二世の数は約 4 万人になる。それに対して、
アジア系アメリカ人の歴史を研究する東栄一郎は、一般の日本人との違いが判別でき
























以下の 4 つの時期に分けられる （4）。
・ 第一期：1941 年 12 月 8 日の開戦～1942 年 8 月までの期間で、成人男子を抑留対
象とした、比較的待遇の良かった時期。
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